
「スマート林業プロジェクト」 の成果（令和元年度）　

報告事項②

戦略目標               　　          　【現状】　　　　　　　　　　　【当面の目標】　　　　　　【１０年後の目標】                      

　　　　　　　　　　　　　 ２０１７(Ｈ２９）　　　　　　 ２０２４（Ｒ６） 　　　　　　　 ２０２８(Ｒ１０）

■ 県産材の生産量・消費量 　  ３７．５万㎥　　　　　⇒　　　　　６０万㎥　　　　　⇒　　　　　７０万㎥
■ 新規林業就業者数　　       　　   ３５２人　　　　　⇒       　　５４６人　　　　　⇒     　　　 ８００人

  １年目の実績（令和元年度）

　　■県産材の生産量・消費量　　４２．０万㎥　（計 画  ４５．０万㎥）
　　■新規林業就業者数　　　　　　 ４１９人　 （計 画　     ３９６人）

スマート林業プロジェクト計画と実績

単位 Ｒ元実績 Ｒ元計画 Ｒ４目標

主伐生産システ
ム導入数(累計)

セット 4 4 7

アクティブシニア
登録数

人 14 10 40

林業アカデミー修
了者数(累計)

人 52 30 100

クール林業経営
体数

経営体 13 5 25

川　上 林業サイクルの構築　伐って⇒使って⇒植えて⇒育てる
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県産材の「まるごと利用」加工体制の充実

大径材の利活用調査

県　外

新型コロナ感染症の影響と対策

常設展示場（新宿）

D材（バイオマス燃料）A材（製材・プレカット） C材（MDF）B材（合板）

東京オリ・パラ施設の後利用
大消費地での展示商談会
企業・自治体と連携した

　　 販売促進活動

新型コロナウイルスの影響による事業の見送り

台湾常設展示場（台北市）

海　外

人材交流
ビジネスマッチング
県産材＋人材丸ごと輸出

県　内

　　中国からの資材の入手難による住宅建築の遅れや　
　新規住宅着工戸数の減少などの影響により、製材工　
　場などで在庫が増加
　　

製品在庫を、製品市場やプレカット工場等への運搬
や保管などを支援

　　木造仮設住宅「板倉構法」の部材を汎用性の高いも
のへと規格化し、部材の供給シミュレーションを作成　　　　　　
キットを製作し、災害時の円滑な建設、訓練で活用

　需要が低迷する大径材の加工機械整備の支援

大径材生産事業者への流通調査
大径材製材事業者への加工製品調査

　　

県産材の利用拡大

製材事業者と建築士、工務店等との商談会の開催
木造建築学校現場見学会の開催（出羽島）　　　

Web検
討

県　外・海　外
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